
三
菱
重
工
業

　
三
菱
重
工
業
は
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に

お
い
て
他
社
に
先
駆
け
て
ミ
ラ
ー
サ
イ

ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
導
入
。
２
０
１
３

年
、

地
区
で
は
滋
賀
県
栗
東
工
場

に
コ
ン
テ
ナ
型
　
１
・
２

機
「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
」
を
導
入
。

地
区
で
は
発
電
端
効
率

・
３
％
の
高

出
力
化
Ｇ
Ｓ
Ｒ
ミ
ラ
ー
１

機
の
販

売
を
開
始
し
た
。

　
既
に
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
累
計
５

０
０
台
近
い
納
入
実
績
を
上
げ
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
１
９
７
１

年
以
降
７
万
台
強
の
納
入
実
績
を
誇
る

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
と
併

せ
、
今
後
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

と
ら
え
た
危
機
管
理
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
商
品
を
供
給
し
て
い

く
。

川
崎
重
工
業

　
川
崎
重
工
業
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
は
最
先
端
の
技
術
で
、
さ

ら
に
効
率
や
環
境
性
能
に
磨
き
を
か
け

て
い
る
。
２
０
０
７
年
に
開
発
し
た

「
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
」
は
発
電

効
率
で
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

・
５
％

に
到
達
し
た
。
１
９
７
２
年
の
第
１
号

機
開
発
以
来
、
豊
富
な
実
績
を
積
み
重

ね
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
」
は

ク
ラ
ス
で
世
界
最
高
の

発
電
効
率
で
あ
る

・
１
％
を
達
成
し

た
Ｌ

Ａ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
営
業
を
２

０
１
２
年
か
ら
開
始
し
た
。
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
分
散
型
発
電
市
場
に
向
け

て
同
社
は
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
性
能
を
発
揮

す
る
製
品
を
提
供
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
２

―

級
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
設
備
の
分
散
電
源
を
提
供
し
い
る
。
航
空
転
用
型

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
高
効
率
で
起
動
停
止
回
数
に
対
す

る
高
い
耐
久
性
や
短
い
起
動
停
止
時
間
な
ど
の
特
徴

を
生
か
し
、
工
場
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
向
け

に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
、
独
立
系

発
電
事
業
者

Ｉ
Ｐ
Ｐ

・
特
定
規
模
電
気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

向
け
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発

電
設
備
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
遠
隔
監
視
で
運
転
状
況
を

時
間
監
視

し
、
設
備
運
用
デ
ー
タ
の
蓄
積
で
故
障
の
予
兆
を
検

知
し
て
予
防
保
全
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
故
障
時

に
は
迅
速
な
対
応
に
よ
り
顧
客
設
備
の
早
期
復
旧
に

努
め
て
い
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
低
炭
素
の
燃
料
を
安
価
・
安
定
確
保
し
、
一
段

と
省
エ
ネ
を
進
め
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
。
経
済
産
業
省
の
２
０
１
４
年
度
概
算

要
求
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
が

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
４
６
１
億
円

上
回
り
、
１
兆
円
を
突
破
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
分
散
型
電
源
が
注
目
を

集
め
、
世
界
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

事
業
継
続
計
画

対

策
な
ど
も
背
景
に
、
自
家
発
電
設
備
向
け
な
ど
で
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
や
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

常
用
電
源
の
需
要
増
加
各
社
、
開
発
・
販
売
を
加
速

ガスエンジンガスタービン

海
外
向
け
設
備
も
好
調
発
電
効
率
向
上
し
受
注
拡
大

導
入
機
運
高
ま
る

常用自家発電設備の原動機別設置台数の推移
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Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
子
会
社
、
新
潟

原
動
機
も
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の

開
発
、
販
売
に
力
を
入
れ

る
。

年
に
は
出
力
２
０
０

０

級
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
発
電
効

率

・
６
％
を
達
成
し
た
中

速
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
、

起
動
時
間
を
従
来
比
で
半
減

し
た
の
が
特
徴
だ
。
さ
ら
に

今
年
７
月
に
は
、
後
続
機
種

と
し
て
新
規
開
発
し
た

気

筒
・
出
力
６
０
０
０

の

「

Ｖ

Ａ
Ｇ
Ｓ
」
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
の
初
号
機
を
韓
国
の

大
手
重
工
メ
ー
カ
ー
の
Ｓ
Ｔ

Ｘ
向
け
に
出
荷
し
た
。
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
の
弱
点
で
あ
っ
た

立
ち
上
が
り
の
遅
さ
を
大
幅

に
改
善
し
、
従
来
の
自
社
製

品
比
で
約

％
の
時
間
で
負

荷
を
１
０
０
％
に
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。
こ
の
エ
ン

ジ
ン
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

発
電
所
で
使
わ
れ
る
。

　
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ

Ｇ

を
燃
料
と
す
る
三
菱
重

工
の
小
型
エ
ン
ジ
ン
式
ポ
ー

タ
ブ
ル
発
電
機
「
メ
ガ
セ

グ
」
も
興
味
深
い
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ

は
長
期
保
存
し
て
も
劣
化
が

少
な
く
、

ボ
ン
ベ
で

最
大
出
力
２
・
２

ま

で
の
電
気
機
器
を
約

時
間

使
え
る
。
価
格
は
約

万

円
。
重
さ
は

。
ガ
ソ

リ
ン
よ
り
も
安
全
な
代
替
燃

料
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る

中
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や

非
常
用
電
源
、
自
治
体
の
防

災
備
品
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
向

け
の
携
帯
電
源
な
ど
の
需
要

を
掘
り
起
こ
す
。

　
一
方
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
設
備
も
海
外
向
け
を
中
心

に
需
要
が
旺
盛
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は

米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク

Ｇ
Ｅ

が
開
発
し
た

航
空
機
用
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
を
マ
ザ
ー
エ
ン
ジ
ン
と
す

る
出
力
４
万

の
航
空
機

転
用
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
「
Ｌ

Ｍ
６
０
０
０
」
を
展
開
し
、

タ
イ
を
中
心
に
受
注
が
相
次

ぐ
。

年
に
は
タ
イ
・
ス
ワ

ン
ナ
プ
ー
ム
国
際
空
港
に
電

力
や
冷
房
用
の
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
供
給
し
て
い
る
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｐ
社
に
大
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
設
備
２
基
を
納
入
。
そ

の
後
も
同
国
で
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
複
合
発
電

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

設
備
を
連
続
受
注
す
る
な
ど

攻
勢
を
か
け
て
い
る
。

年

に
Ｇ
Ｅ
か
ら
「
Ｌ
Ｍ
６
０
０

０
」
の
整
備
工
場
と
し
て
認

定
さ
れ
、
今
年
７
月
に
整
備

累
計
１
０
０
台
に
達
し
た
。

　
川
重
は
国
内
需
要
の
回
復

に
加
え
、
ロ
シ
ア
や
ド
イ

ツ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
商

談
が
活
発
だ
。

年
度
に
産

業
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
売
上

高
１
０
０
０
億
円
を
目
指

す
。

　
最
近
で
は
イ
ン
ド
向
け
に

初
め
て
２
万

級
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
「
Ｌ

Ａ
」
を
中
核

と
し
た
発
電
設
備
１
基
を
受

注
し
た
。
さ
ら
に
大
型
の
出

力
３
万

級
「
Ｌ

Ａ
」

で
は
世
界
最
高
の
発
電
効
率

％
超
を
達
成
、
１
号
機
が

年

月
か
ら
ダ
イ
セ
ル
の

姫
路
製
造
所
網
干
工
場
で
稼

働
し
て
い
る
。
同
機
は
日
刊

工
業
新
聞
社
主
催
の
「
第

回
日
本
産
業
技
術
大
賞
」
で

審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞

し
た
。

　
日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協

会
が
ま
と
め
た
２
０
１
２
年

度

年
４
月
１
日
―

年

３
月

日

の
「
常
用
自
家

発
電
設
備
設
置
状
況
」
に
よ

る
と
、
新
規
の
設
置
台
数
は

前
年
度
比

・
９
％
増
の
９

７
５
台
、
設
備
容
量
は
同
２

・
８
倍
の

万
９
９
５
０

。
台
数
、
容
量
と
も
に
大

幅
な
伸
び
を
示
し
た
。
施
設

数
は
前
年
度
の
５
６
６
施
設

か
ら
８
９
５
施
設
へ
と

・

１
％
も
増
え
た
。
台
数
や
施

設
数
は

年
度
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
が
、

年
度
に

反
転
。
２
年
連
続
で
増
加
し

た
。

　
常
用
自
家
発
電
設
備
の
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱

電
併
給

比
率
を
台
数
ベ
ー

ス
で
み
る
と
、
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
が

％
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

が

・
７
％
だ
っ
た
。

　
同
協
会
は

年
度
の
総
括

と
し
て
「
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
停
電
や
そ
の
後
の
電
力

不
足
の
長
期
化
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

ニ
ー
ズ
お
よ
び
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
電
源
用
な
ど
各
企
業
、
施

設
に
お
い
て
、
常
用
電
源
を

確
保
す
る
認
識
が
高
ま
っ

た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
今
年
４

月
、
東
北
の
復
興
支
援
を
継

続
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
宣
言
し
、
こ
の
な
か
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
し
た

次
世
代
工
業
団
地
を
整
備
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
の
宮

城
大
衡
工
場

宮
城
県
大
衡

村

に
出
力
７
８
０
０

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
や
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
を
設
置

し
、
同
工
場
で
使
用
す
る
ほ

か
、
隣
接
の
植
物
工
場
な
ど

に
も
供
給
。
災
害
時
に
は
自

治
体
施
設
な
ど
に
も
電
力
を

供
給
す
る
方
針
だ
。

　
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る

注
目
度
は
高
い
。

月
に
は

川
崎
重
工
業
が
特
定
規
模
電

気
事
業
者
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
日
本

テ
ク
ノ
か
ら
発
電
出
力
７
８

０
０

、
世
界
最
高
の
発

電
効
率

・
５
％
を
誇
る
自

社
開
発
の
「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ

ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
」

基

で
構
成
す
る
発
電
容
量
７
万

級
の
発
電
所
建
設
工
事

を
受
注
し
た
。
建
設
地
は
新

潟
県
上
越
市
で

年
春
の
運

転
開
始
を
目
指
す
。
日
本
テ

ク
ノ
か
ら
は

年
に
も
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
発
電
所
の
建
設
工

事
一
式
を
受
注
し
て
い
る
。

ま
た

月
に
は
東
レ
の
米
国

法
人
向
け
に
発
電
用
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
２
基
を
出
荷
し
た
。

　
一
方
、
三
菱
重
工
業
は
東

京
ガ
ス
と
発
電
出
力
１
０
０

０

の
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
共

同
開
発
し
た
。
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
を
従
来
品
の
毎
分
１
５
０

０
回
転
か
ら
同
１
０
０
０
回

転
へ
低
回
転
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
部
品
の
摩
耗
速
度
を

低
下
さ
せ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
周
期
を
約
１
・
５
倍
延

長
。
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
約

％
低
減
し
た
。
回
転
数
を

落
と
し
な
が
ら
も
、
シ
リ
ン

ダ
ー
内
を
ピ
ス
ト
ン
の
上
下

の
距
離
を
約
２
割
伸
ば
す
こ

と
な
ど
で
、
発
電
出
力
を
増

大
。
制
御
技
術
も
高
度
化
し

た
結
果
、
定
格
出
力
１
０
０

０

で
最
高
水
準
の
発
電
効

率

・
３
％
、
総
合
効
率

・
５
％
を
達
成
し
た
。


